
令和５年度

栃木県地球温暖化防止活動推進員育成講座【基礎編】

栃木県地球温暖化防止活動推進センター

第１回：令和５年１２月２１日（木）１３時３０分～１５時３０分

第２回：令和５年１２月２２日（金）１３時３０分～１５時３０分

栃木県保健環境センター大会議室
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プログラム／タイムスケジュール

（１）開会

・育成講座の説明 （5分）

（２）講座

・講座①：気候変動対策の最新情報 （30分）

―休 憩― （5分）

・講座②：デジタル学習教材を活用した訪問講座実施方法の説明 （30分）

―休 憩― （5分）

・講座③：脱炭素ガイドブックを活用した従業員向け講座の説明 （30分）

（３）ふりかえり

・アンケート （5分）

（４）閉会
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講座①：気候変動対策の最新情報
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（１）2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ
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はじめに

出典：栃木県「2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ」

• 地球温暖化による気候変動の影響は、私たちの生活に及んでいます。
•  この影響はさらに深刻化すると予測され、地球温暖化を食い止めるには、今、行動を起こす
必要があります。
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地球温暖化を防ぐには

出典：栃木県「2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ」

• 化石燃料の使用等により、温室効果ガス（CO2等）が増加し、気温が上昇しています。
•  地球温暖化を防ぐには、CO2の排出を森林が吸収できる量まで減らす必要があります。
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栃木県のCO2排出状況

出典：栃木県「2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ」

・ 現在の栃木県の CO2排出量1,744（万トン）※は、エネルギー由来が全体の85％、非エネル
ギー由来が全体の15％を占めています。

※すべての温室効果ガス（ CO2、 メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボン等）を CO2に換 算したもの

・ エネルギー由来の排出量のうち、産業分野が全体の36％、交通分野が全体の30％を占め、
この２分野で全体の66％を占めています。
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未来への分岐点

出典：栃木県「2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ」

・ CO2の排出を抑えないと、「未来のとちぎ」は暮らしにくくなっている可能性があります。
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ロードマップが目指すもの

出典：栃木県「2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ」
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各分野における主な取組の柱等

出典：栃木県「2050年とちぎカーボンニュートラル実現に向けたロードマップ」

• 化石燃料の使用等により、温室効果ガス（CO2等）が増加し、気温が上昇しています。
•  地球温暖化を防ぐには、CO2の排出を森林が吸収できる量まで減らす必要があります。
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（２）脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動
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「デコ活」（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動）とは

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」

・ 脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの実現に向けた国民の行動変容、ライフスタイル転換
のうねり・ムーブメントを起こすべく、新しい国民運動を開始し、世界に発信します。
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デコ活の背景

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」

・ 国民・消費者の９割が脱炭素という用語を認知している一方、そのために何をしたらよいか
分からないなど、具体的な行動に結びついているとは言えない状況にあります。
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デコ活の全体像（脱炭素につながる新しい豊かな暮らしの絵姿）

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」

・ 今から約10年後、生活がより豊かに、より自分らしく快適・健康で、そして2030年温室効果
ガス削減目標も同時に達成する、新しい暮らしを提案します。
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新国民運動の愛称＝「デコ活」

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」

・ 「デコ活」とは 「脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」の愛称であり、二酸
化炭素（CO₂）を減らす（DE）脱炭素（Decarbonization）と、環境に良いエコ（Eco）を含む"デコ"と
活動・生活を組み合わせた新しい言葉です。
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「デコ活アクション」について

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」
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デコ活の内容

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」

・ 国、自治体、企業、団体、消費者等の主体が、国民・消費者の新しい暮らしを後押しします。
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製品・サービス・取組の登録と発信

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」

・ ポータルサイト（https://ondankataisaku.env.go.jp/decokatsu/）において、「脱炭素につなが
る新しい豊かな暮らしを支える取組、製品・サービス」の登録を広く受け付けています。
・ 登録いただいたものは、ポータルサイトやSNS等で発信・PRします。
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「新しい豊かな暮らし」に向けた個別アクション

出典：環境省「「デコ活」～くらしの中のエコろがけ～脱炭素につながる新しい豊かな暮らしを創る国民運動」

・ 「ファッション」、「住まい」、「デジタルワーク」で、新しい豊かな暮らしを提案します。
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ご静聴ありがとうございました。


